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はじめに

本学が主催する高校生を対象とした「全国ケー
タイ韻文＆キャッチフレーズコンテスト」も本年
で8年目（キャッチフレーズコンテストは3年目）
を迎えた。高校生の若い感性を磨く場を提供する
ことは，大学としての社会貢献の一つである（林・
佐藤他 ,2014）という発想から始まり，本コンテ
ストの審査員は，多くの高校生の表現を目の当た
りにしてきた。近年は，韻文部門では「伝統的な
歌いまわしがテンプレートにならずに新鮮なま
ま，言葉にしている作品」が多くみられ（林・佐
藤他 ,2017），キャッチフレーズ部門では，「短い
文章の中で重ね合わせる表現技法」が散見される
など，一定の特徴を見出すことができる（同掲）。

このような高校生の表現を，審査員は「若い感性」
としてとらえ評価を行ってきたわけだが，では本
学の学生はどう評価するのだろうか。
本論では，自ら発信者になりたいと考えマス・
メディアを目指す学生が多い，本学マス・コミュ
ニケーション学科の学生を対象に，コンテスト受
賞作品の評価を行ってもらった結果を中心に，大
学生が好む日本語表現について考察していくこと
とする。

1.　研究背景

「大学生『読書時間ゼロ』半数超　実態調査で
初（1）」。2018 年 2 月 26 日に配信された日本経済
新聞のwebニュースの見出しはセンセーショナ
ルだった。全国大学生活協同組合連合会による調
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査結果で，1日の読書時間について大学生の 53％
が「ゼロ」と回答したことを伝えたものである。
若者の「本離れ」が問題視されるようになった昨
今，改めて突きつけるられると衝撃的な数字だ。
しかし，同調査の結果では，本を読まないからと
いって，それがスマートフォンを使う時間に置き
換わっているわけでも，読書をする・しないが勉
強をする時間と相関関係にあるわけではないこと
を指摘している。確かに「本離れ」は起きている
が，必ずしも，勉強しない，勉強ができないこと
とは直結していない。
一方，携帯電話の世帯保有率は，94.7％，スマー
トフォン71.8％，パソコン73.0％となっており（2），
近年スマートフォン保有が急増している。10代・
20代がその利用をけん引しており，PC利用時間
の 4倍はモバイルインターネットを利用してい
る。インターネットで提供されている情報は，動
画やビジュアルを中心としたコミュニケーション
のようであるが，実は文字情報はとても重要意味
合いを持っている。SNSにおける情報検索で重
要なのは「ハッシュタグ#」であるし，LINEや
Twitter のやり取りも，長文というよりはむしろ
短い言葉で，状況や感情を表すことが重要になっ
てきているのではないだろうか。
そこで本研究では，本学が 2011 年度から開催
している「全国高校生韻文&キャッチフレーズ
コンテスト」の 2018 年度作品を，大学生はどの
ように評価するのか，アンケート調査の結果から
大学生が好む表現や言葉について，明らかにして
いく。

2.　先行研究

本学マス・コミュニケーション学科の学生は，
マス・メディアにある種の憧れを抱いて入学して
くるケースが多い。そのため，「現代社会に溢れ
る情報を正確にとらえ，的確に伝えることができ
る（3）」ことを目指すカリキュラムを用意し，講義
や演習を通じてその能力を高めていく。マス・メ
ディアが情報発信側である以上，学生達は 4年間
の学生生活を経ることで，受け手から送り手への

転換を図らなければならない。そのため，特に自
己表現や，情報を送るための日本語力の育成には
力を入れている。だが，一般的に大学生の日本語
力は低下していることが指摘されている。
馬場は，日本人大学生の日本語力の現状と問題
点について，「最近の学生の文字離れ，すなわち
文章や本を『読む』というインプットの機会が極
めて少なくなった」と指摘している（馬場他
,2011）。また，大学での専門教育に必要な語彙力
の養成の観点からの研究によると，やはり「日本
人学生の大学での学びに必要な語彙力不足は，そ
れらの語彙のインプットが不十分であることがそ
の原因の一つ」であるという（佐藤 ,2011）。
確かに，前述の調査結果のように，大学生の読
書時間は少ない。授業の予習や復習，レポートの
執筆などに，書籍類を利用するというよりは，む
しろインターネットで検索する方が多い傾向が見
て取れる。しかも検索するキーワードも，まった
くひねりがなく，多くの学生が同じwebサイト
から引用し，既視感のあるレポートが多く提出さ
れるという実感を持っている。これらの先行研究
では，良い文章や本を読むというインプットが少
ないので，語彙力が不足するという共通の解を導
き出しており，確かにインプットが少ないという
データや実感と符合しているということである。
大学生の読書に対する意識を調査した皆川によ
ると，大学入学前にはなんらかの形で読書習慣を
形成するプログラムが用意され，読書習慣が根付
いているにも関わらず，大学生になると読書の習
慣が途絶えるのだという（皆川 ,2017）。専門の勉
強やアルバイトなどに時間をとられ，読書ができ
なくなるのが主原因とされている。必ずしも，イ
ンプットすることが嫌いなわけではない，という
ことを示唆する研究成果である。では，本を読む
学生と読まない学生の間で，どのような差が生じ
るのだろうか。差に関する研究はまだ少ない。そ
のため，本研究では，読書をする学生としない学
生の差に着目しながら，コンテスト作品を学生が
どう評価するのかに関する質問紙を作成すること
とした。
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3.　本年度のコンテスト応募状況

調査に入る前に，まず，本年度のコンテスト応
募状況を確認しておきたい。
本年の韻文コンテストの応募総数は4,016作品，
昨年は広報を変えた1年目ということで応募数が
増加した（林・佐藤他 ,2017）ものの，本年は例
年通りの応募数に落ち着いた（図 1）。また俳句・
短歌・川柳の応募数を図 2に示した。部門別応募
にみると，やや川柳の応募が多い程度で，あまり
差はない。
次に，キャッチフレーズコンテストの応募状況
を見たものが，下記図 3になる。本年で 3年目と
なるキャッチフレーズコンテストの応募数は 708
件。韻文コンテストと同様，昨年に比べると応募
数が少ないように思うが，初年度と同程度の応募
数があることがわかる。後述するが，本年は審査

員に現役のプロのキャッチコピーライターをお招
きしており，プロに自分の作品を評価してもらう
絶好の機会であったが，例年程度にとどまったの
は非常に残念であると同時に，広報不足であった
ことを反省するばかりである。

授業内や夏休みの課題として，コンテストに応
募してくださる団体応募が，このコンテストの主
な応募者であるが，本年も多くの団体応募を賜っ
た。もっとも多いのが高崎商科大学附属高等学校
で，1～ 3年生の全学年の応募総数が 648件だっ
た。その他も日本全国からの応募を頂戴した。こ
こに感謝申し上げる。

4.　受賞作品と講評

次に，本年の受賞作品と審査員の講評をまとめ
た。

4.1　短歌 ･俳句川柳の部
例年のことながら，本年も多くの作品が投稿さ

図 1　韻文コンテスト応募状況　経年変化（件）

図 3　 キャッチフレーズコンテスト応募状況経年変化
（件）

図 2　韻文コンテスト部門別応募状況（件）

表 1　応募総数上位校（件）
1 位 高崎商科大学附属高等学校 648
2 位 北海道東川高等学校 576
3 位 岐阜県立関高等学校 556
4 位 翔凛高等学校 429
5 位 足立学園高等学校 385
6 位 群馬県立太田工業高等学校 164
7 位 埼玉県立川越西高等学校 122
8 位 東京都立蒲田高等学校 121
9 位 千葉県立上総高等学校 103
10 位 鹿児島県立伊佐農林高等学校 92
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れ主催者及び審査員全員感激と感動の中で審査を
進めた。
短歌部門最優秀賞は「白い歯の輝く先輩追いか
けてスマホのフォルダーいっぱいになる」（平林
莉奈。長野県穂高商業高等学校）女子高校生らし
い感性と「憧れの先輩への思いが」「スマホのフ
ォルダーいっぱいになる」という事実を確認する
結句が見事である。また同部門優秀賞は「試験の
日『頑張ってね』と後ろからいつもより優しい母
の笑顔が」（窪田舞波。　長野県穂高商業高等学校）
は，母の応援を背に聞いて，その声に母の笑顔を
見るという高校生ならではの感性をみることがで
きる絶妙な作品となっている。ただ「後ろから」
と書きながら，「優しい笑顔」と歌っていること
に読者の戸惑いを招く恐れがあると審査員からの
指摘もあった。
（優秀賞）「前の席授業の後半パラパラと黒板の
粉ノートに踊る」（赤羽圭衣。長野県穂高商業高
等学校）熱気に満ちた授業光景と充実感が見事に
歌い込まれている。
（入選）「雨の中傘さしのべる君の手にふいにと
きめく放課後の道」（小関萌衣。栃木県立茂木高
等学校），「カップルを横目に食べるおむすびはふ
ってもないのに辛めの塩味」（南房沙奈。木更津
工業高等専門学校），（佳作）（矢野来夏，松本七
海（高崎商科大学附属高等学校）。中野芽維。川
久保瑠奈，小池茉南。北村愛実。長野県穂高商業
高等学校），（福島寧々。沖縄県立宮古総合実業高
等学校），（宮里なずな。興南高等学校），（花月大
師。千代田区立九段中等教育学校）。いずれもこ
こ数年の傾向であるが，伝統的な歌いまわしがテ
ンプレートにならずに新鮮なまま，言葉にしてい
る作品が多く審査員驚嘆させた。
俳句部門においても高校生らしい感性のきらめ
きがある多くの作品があった。その中での俳句部
門最優秀作品「見て欲しいその一心で浴衣着る」
（田脇菜乃。岐阜県立関高等学校），夏の風物詩と
しての浴衣に淡い思いを乗せた名句である。
また優秀賞２作「朝凪に残る花火の硝煙や」（長
良篤志。岐阜県立関高等学校）「夏祭りいつのま
にやら同窓会」（亀山鴻志。岐阜県立関高等学校）

また，（入選）は（徳田唯。神戸市立神港橘高等
学校），（一ノ瀬由佳。長野県穂高商業高等学校）
また，（佳作）は木本愛咲。廣野真彩。北海道東
川高等学校），（齋藤洋翔。柘植幹大。兼松星名。
冨田優香。濱本一歌。松田真歩。岐阜県立関高等
学校）赤羽圭衣。（長野県穂高商業高等学校），宮
信太郎。（鹿児島県立鹿児島聾学校）。
これは昨年も同様にコメントしたことだが，川
柳部門はここ数年で少し様変わりを始めている。
本来川柳は，「穿ち（うがち）」という風刺や批判
精神に「をかしみ」，すなわちユーモアを加味し，
「軽み」を表現する芸術である。高校生の若さでは，
批判精神をおびた「穿ち」を表現するのはとても
難しいことのように思われる。しかし，近年の投
稿作品傾向は，その批判精神をうまく盛り込んだ
作品が多くなっている。
ただ，時代思潮としてサラリーマン川柳などで
名作が簡単に学習できる状況になり，類似作品が
多数見受けられ，審査員泣かせの現状もひとこと
付記しておかなければならない。川柳部門最優秀
作品「受験生春に朗報あるように」（栗原康。足
立学園高等学校）優秀賞「運命をともにするなり
単語帳」（澤岻里緒。沖縄県立浦添高等学校）。入
選作「履歴書が完成しない夏休み」（原園新斗。
千葉県立上総高等学校）。次に佳作受賞者（五十
嵐健人。杉浦匡則。森大地。安達駿。足立学園高
等学校），（桑原鈴。千葉県立上総高等学校），（鈴
木里奈。静岡県立静岡西高等学校），（加藤空。東
京都立城南特別支援学校），藤川唯花。北海道東
川高等学校），それぞれの部門において，高校生
らしい感性と繊細さが際だった作品が多くあっ
た。教育現場での先生方のご努力の賜と深く感銘
すると同時にこの場を借りて応募された方々に感
謝申し上げる。
　
4.2　キャッチフレーズ部門
個人賞
【最優秀賞】
蒲田行進，足並みはバラバラだけど皆揃っても
つまらない。
東京都立蒲田高等学校　冨野弥優
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【優秀賞】
北から南まで色々な県の人がいる，すべての方
言がわかるようになる。それが三育。
広島三育学院高等学校　山本早織
ウェルカム！蒲田動物園！！
東京都立蒲田高等学校　戸田歩美

【入選】
広島三育学院高等学校　若山竜生
群馬県立太田工業高等学校　佐東大和

【佳作】
広島三育学院高等学校　仲嶺優希
東京都立蒲田高等学校　芦野巧真
群馬県立太田工業高等学校　勅使川原樹
大阪市立汎愛高等学校　大道虹希
愛知県立杏和高等学校　後藤楓佳
北海道砂川高等学校　坂本華菜
静岡県立静岡西高等学校　多々良未愛
翔凛高等学校　須山あかり
群馬県立太田工業高等学校　山野井亮
東京都立蒲田高等学校　中川龍一
翔凛高等学校　福原奈央斗
栄東高等学校　清水陽太

団体賞
最優秀賞
東京都立蒲田高等学校
優秀賞
広島三育学院高等学校

2018 年度の全国高校生キャッチフレーズコン
テスト（我が高校部門）は，全国の高等学校から，
団体としての応募で 690作品，個人としての応募
で18作品，合計708作品と数多くの応募を頂いた。
審査員は，本学マス・コミュニケーション学科
清水一彦教授，江間直美教授そして井上に加えて，
本年度は，大手広告会社アサツー　ディ・ケイの
三井明子氏にも審査お願いした。三井氏は，ニュ
ーヨークフェスティバル賞シルバー，TCC賞，
ACCゴールド賞，クリエイター・オブ・ザ・イ

ヤー賞メダリストなど数々の広告賞を受賞されて
いる現役のクリエーティブディレクター／コピー
ライターであり，また，多くの広告賞で審査員の
経験も有する。審査員は，全員が作品を一つひと
つ丁寧に読み込んだ上で，応募要領に明記してい
る以下の 3点の選考基準を元に，厳正なる審査を
行った。
（1）高等学校の教育理念，教育方針，歴史や校
訓，活動内容などの特徴を踏まえているか。（2）
高等学校が所在する地域の特徴（自然，伝統，文
化，物産など）を踏まえているか。
（3）誰に向けたキャッチフレーズなのかが浮か
んでくるか。
昨年同様， （1）についてはキャッチフレーズか
ら学校の理念や校風などが，（2）については地域
特性や地域の文化など学校の独自性が訴求されて
いるか，また，当該高校の情景や心情が映像のよ
うに喚起できるかなどを評価した。（3）について
はそのキャッチフレーズが誰に向けたものなの
か，すなわちターゲット（中学生，保護者，地域
の方々など標的読者）を意識して制作されている
かを重視。ターゲットが，中学生であればその高
校を受験したくなるか，保護者であれば自分の子
供に受験させたいか，近隣の人であれば地元の高
校として親近感をもつようなるかなど受験生また
は保護者あるいは地域の方々の視点で評価した。
例年，応募作品の傾向として，どうしても似た
ような表現が使われることが多い。これは，実際
に通学している高校生自身が作品を制作している
ため必然といえるかもしれないが，今回，高く評
価された作品は，いずれも審査基準のいずれか，
あるいは複数を満たしつつ，自分なりの発見や経
験を生徒らしいコトバで伝えている。
以下，入選作品について審査員を代表して井上
が講評するが，プロフェッショナルな視点から審
査された三井氏のコメントも合わせて紹介した
い。なお，作品の講評は，最優秀賞，優秀賞，入
選の順で，同じ賞の中では受賞者の氏名（苗字）
の 50音順とした。
本年度の最優秀賞を獲得した作品は，「蒲田行
進，足並みはバラバラだけど皆揃ってもつまらな
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い。」（東京都立蒲田高等学校　冨野 弥優）だ。
行進といえば「一糸乱れず」が基本だが，冨野
のキャッチフレーズでは，「足並みはバラバラ」
とくる。ここだけを取り出せば，もしかしたら心
配になる受験生や保護者の方もいるかもしれな
い。しかし，「皆揃ってもつまらない。」と続けた
ことで，東京都立蒲田高等学校が，一定の規律の
中にあっても，生徒の個性を尊重し，生徒自らの
成長を促している様子が，そして，自由でいきい
きした校風が，生徒からの率直な言葉として伝わ
ってきた。特に，三井氏は，蒲田といえば，誰も
知っている映画「蒲田行進曲」から「蒲田行進」
をコピーの冒頭に「つかみ」として持ってきた表
現力も高く評価。審査員の総意として最優秀賞に
選出した。
優秀賞は二つの作品が獲得した。一つ目の優秀
賞は，「ウェルカム！蒲田動物園！！」（東京都立
蒲田高等学校　戸田歩美）だ。
戸田は，東京都立蒲田高等学校が，個性あふれ
る生徒が集まっていて，自由で楽しく学生生活を
送っている雰囲気を「蒲田動物園」と表現した。
動物園という表現には，読み手に，まず「! ？」
と思わせるインパクトがある。そして，改めて考
えてみると，動物園は，野生とは異なりしっかり
と管理された環境にあることに気づく。しっかり
管理された環境で，生徒たちが個性豊かに成長し
ているというわけだ。これは，保護者の視点から
は重要な要素である。また，三井氏は，「ウェル
カム！蒲田動物園！！」というキャッフレーズが，
ターゲットである受験生への呼びかけになってお
り，ターゲット（受験生）からまさにキャッチさ
れやすい構造となっている点も評価されていたこ
とも付記する。
もう一つの優秀賞は，「北から南まで色々な県の
人がいる，すべての方言がわかるようになる。そ
れが三育。」（広島三育学院高等学校　山本早織）だ。
広島三育学院高等学校は，全寮制の中高一貫で
あるが，「北から南まで色々な県の人がいる」と
表現することで，全寮制というコトバを使わずに，
全寮制であることを読み手に伝えている。このア
イデアは，審査員一同から高く評価された。また，

「すべての方言がわかるようになる。」と続けたこ
とで，北から南まで日本全国の生徒と友達になれ
るという全寮制ならではの魅力をシンプルに，わ
かりやすく伝えている点も秀逸だ。特に三井氏は，
（すべての方言がわかるようになるという）その
リアリティの高さと，いろんな言葉や習慣が混じ
り合った，にぎやかで，楽しそうな学生生活が目
に浮かぶにように表現した点なども高く評価され
ていた。
入選も二つの作品が獲得した。一つ目の入選作
品は「普通の工業高校です。なんともいえない魅
力のある高校です。」（群馬県立太田工業高等学校
　佐東大和）だ。
キャッチフレーズは，通常は，他と差別化でき
る要素を具体的に訴求する。ところが，佐東は，
冒頭から「普通の工業高校です。」と正直すぎる
ほどにさらっと入る。そして，そのあとに，「な
んともいえない魅力のある高校です。」と続ける。
通常の文章であれば，「しかし」や「だけど」な
ど逆接の接続詞が入るところだが，そのまま続け
たことで，いい意味で引っかかりができ，思わず
もう一度読み返えさせてしまう。三井氏も最初に
謙虚に語るこの姿勢から好感が生まれ，続くコピ
ーから味わい深い何かがあることを期待させる構
成になっている点を高く評価した。
もう一つの入選作は，「三育は，愛される人に
なるための訓練所」（広島三育学院高等学校　若
山竜生）だ。
「愛される人になるための訓練所」という表現
からは，ミッションスクールらしい適度な厳しさ
の中から，優しい生徒が数多く育っていく様子が
ストレートに伝わってくる。三井氏は，「愛され
る人になるため」という表現がコピーとしても美
しく，さらに，高校をあえて「訓練所」と表現し
たところが，真摯な先生の指導と，前向きな生徒
さんがイメージできる。いい意味でとても大人っ
ぽい（プロのコピーライターのような）完成度で
あると高く評価された。
惜しくも，受賞には至らなかった作品の中にも
学校のすばらしさが伝わってくる作品が数多くあ
った。
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これは例年述べていることだが，今回の応募者
である高校生の多くは，次のステップとして進学
や就職に踏み出すことになる。そして，その際に
は，応募用紙や面接試験などで自分の魅力を簡潔
に伝える表現力が求められることになるはずだ。
その際に，今回，本学の「全国高校生キャッチフ
レーズコンテスト」に向けて，取り組んだ経験が
必ず生きるものと確信する。
今回の応募作品数は，昨年よりも少し減少した
にもかかわらずレベルの高い作品が多かった。こ
れも各学校の教職員の皆様方が，時間をかけてご
指導された賜物と拝察する。改めて，ご応募を頂
いたすべての教職員の皆様に敬意を表し感謝申し
上げたい。

5.　調査概要

先行研究を踏まえ，質問紙を作成し，マス・コ
ミュニケーション学科の 1・2年生にアンケート
調査を行った。

5.1　調査対象者，調査方法
a.	 �調査対象母集団：江戸川大学マス・コミュ
ニケーション学科 1，2年生

b.	 �標本数：有効回答数　199（内訳：1 年生
47.2％，2年生 52.8％）

c.	 �調査時期：2018.11.20（火）3限　マスコミ
総合科目Ⅱ（2年生必修科目）

	 �2018.11.21（水）4限　メディアコミュニケ

ーション論Ⅱ（1年生必修科目）
d.	調査方法：自己記入式アンケート調査

5.2　質問事項
コンテストの認知，「韻文」の認知，好きな作品，
作者の気持ちが伝わる作品，共感できる作品，1
年間の読書数，スマホ利用時間

6.　調査結果

6.1　韻文コンテスト受賞作品の評価
2018年度の韻文コンテストの受賞作品のうち，
俳句部門の受賞作品である最優秀，優秀入選の 4
作品について，それぞれ「好きな」作品，「作者
の気持ちが伝わる」作品，「共感できる」作品は
どれかを回答してもらった結果が図 4である。質
問のニュアンスを微妙に変えた理由は，「好きな」
＝言葉や文章を感覚的に選びとる能力，「作者の
気持ちが伝わる」＝相手の気持ちを想像する能力，
「共感できる」＝主観的評価，を見るためである。

1，最優秀	：	�白い歯の輝く先輩追いかけてスマ
ホのフォルダーいっぱいになる

2，優　秀	：	�試験の日「頑張ってね」と後ろか
らいつもより優しい母の笑顔が

3，優　秀	：	�前の席授業の後半パラパラと黒板
の粉ノートに踊る

4，入　選	：	�雨の中傘さしのべる君の手にふい
にときめく放課後の道

図 4　韻文コンテスト作品評価（％）　n＝ 199
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マスコミ学科の学生が「好き」と評価した作品
は，入選作品の「雨の中」でおよそ半数の学生が
評価している。また，「作者の気持ちが伝わる」「共
感できる」作品では「試験の日」に最も評価が集
まった。評価が割れているということは，学生た
ちは，質問の微妙なニュアンスをきちんとかぎ分
けて，回答しているということである。例えば，
「好き」という感覚的に言葉を選びとった結果，
最も評価されたと考えられる「雨の中」には「さ
しのべる」「君の手」「ふいに」「ときめく」など，
歌の歌詞に使われるような言葉が散りばめられて
いるのが特徴的である。「共感できる」ものとし
て最も評価された「試験の日」は誰にでも今まで
に起きていそうな日常を切り取る表現であるとい
える。当たり前のことをあえて言葉として表現し
ているからこそ，「共感できる」という評価が高
いと考えられる。
この1年の間で本を何冊読んだかという質問を
したところ，20.6％が「0」冊と回答した。平均
は 13.24 冊で，中央値は 5.00 冊であった。ただし，
この質問はマンガ・書籍の区別をしていないため，
必ずしもマンガ以外の書籍を多く読んでいるとい
うわけではない，ということは断っておく。本を
読む人と読まない人の間で，作品への評価が分か
れているのは，「作者の気持ちが伝わる」という
項目である（図 5　すべて p＜ .01）。「好き」「共
感できる」に差はなかったが，「作者の気持ちが
伝わる」のみ，すべての作品において，読む人と
読まない人の好みが分かれる結果となった。

「白い歯の」以外の作品は，本を読む人が高く
評価していることがわかる。最優秀作品だが，字
余りなどが散見されるこの句は，変則的なリズム
のように感じられる。本調査では，「韻文」の意
味を理解しているかも聞いてみたが，「『韻文』の
意味がわからない」と回答した人が 24.1％おり，
わからない人ほど，本を読まない傾向にあった（p
＜ .05）。韻文の本質は韻律やリズムにあるため，
本をよく読む人ほど，韻律に敏感に反応したため，
本を読まない人よりも評価が低いのではないかと
分析できる。
またその他の「試験の日」「前の席」「雨の中」
は，本を読む人ほど高く評価したことも興味深い。
「共感できる」という質問では，本を読む人と読
まない人の間に差は見られない。もともと，この
設問は相手の気持ちを想像する能力をはかるもの
として設定した。本を読む人のほうが，想像力が
刺激されるため，相手の気持ちを想像する能力に
差が生じるのかと考えられるが，本調査の結果で
は予想通り，作り手の気持ちを想像する能力に差
があることが読み取れる。

6.2　 キャッチフレーズコンテスト受賞作品の
評価

2018 年度のキャッチフレーズコンテストの受
賞作品の最優秀，優秀，入選の 5作品について，
それぞれ「好きな」作品，「印象に残る」作品，「そ
の高校を見てみたい」作品，「その高校に行って
みたい」作品はどれかを回答してもらった結果が

図 5　「作者の気持ちが伝わる作品」評価（％）
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図 5である。韻文同様，質問のニュアンスを微妙
に変えたのには理由がある。キャッチフレーズは，
本来「文章」で状況を説明するものではなく，タ
ーゲットに向けたメッセージであるべきだ。広告
と同じように，そのキャッチフレーズを見た人の
印象に残り，行動を促す欲望を掻き立て，そして
行動に移すまでの流れを引き起こさねばならな
い。コンテストの審査員はその共通理解のもと審
査を行うわけだが，学生の中にその流れができて
いるかを見るためのものである。

1，最優秀	：	�蒲田行進，足並みはバラバラだけ
ど皆揃ってもつまらない。

2，優秀 1	：	�北から南まで色々な県の人がい
る，すべての方言がわかるように
なる。それが三育。

3，優秀 2	：	ウェルカム！蒲田動物園！！
4，入選 1	：	�三育は，愛される人になるための

訓練所
5，入選 2	：	�普通の工業高校です。なんともい

えない魅力のある高校です。

キャッチフレーズで「好き」と高く評価された
のは「普通の」と「北から」の 2作品。どちらも
非常に素朴な言葉が並んでいるところが，好感度
が高い所以だろう。いいところを全面に押し出し
ていない，やや自虐的な「すべての方言」「なん
ともいえない」などの言葉に反応していることが
予想される。「印象に残る」作品は半数近い学生

が「ウェルカム！」を挙げた。高校と動物園とい
う相反する言葉をぶつけたところがこの作品の評
価が割れるところと思われるが，「動物園」とい
うキャッチーな言葉が「印象」に残った結果とい
える。「見てみたい」については，「北から」「ウ
ェルカム」「普通の」が同率で並んだ。「行ってみ
たい」については，「北から」が最も多く，「蒲田
行進」「普通の」が続く。
図 7に示したのが，読む人と読まない人の「印
象に残る」評価の違いである（すべてp＜ .05）。
韻文と同様，本を読む人と読まない人の間で評価
が割れたのは，この項目のみで，あとの「好き」
「見てみたい」「行ってみたい」に統計的有意差は
確認できなかった。本を読む人が評価したのが，
「ウェルカム！」「三育は」「普通の」で，読まな
い人のほうが評価したのが「蒲田行進」「北から」
の 2作品となっている。読む人が評価している 3
作品は，やはり読んでいてリズム感があるキャッ
チフレーズである。説明文のように見えるが，「普
通の」という作品も，語尾を「高校です」に統一
してリズム感を出しているし，蒲田動物園，訓練
所といった体言止め，名詞止めしている作品であ
る。「北から」も名詞止めしているが，前半の文
章が説明文的な印象になっている。このように，
キャッチフレーズにおいても，本を読む人ほど，
やはり韻律やリズム感といったものを評価してい
る可能性がみてとれる。

図 6　キャッチフレーズコンテスト作品評価（％）　n＝ 199
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まとめと今後の課題

本研究において見出した点は以下の通りである。
1.	�本を読む人と読まない人の間で韻文作品の
評価が分かれたのは「作者の気持ちが伝わ
る」作品。つまり本を読む人と読まない人
の間で，作り手の気持ちを想像する能力に
差があると読み取ることができる。

2.	�「韻文」の意味がわからない学生ほど，本を
読まない傾向にある。

3.	�本を読む人ほど，韻律やリズムに敏感に反
応している傾向がみてとれる。

高校生が作り上げた多くの作品を一つ一つ丁寧
に，審査員が審査し，いわば選び抜かれた作品で
あるが，学生の好みや評価は思いの他，割れた。
しかし学生達は，「好き」「印象に残る」などのニ
ュアンスを感じ分けて評価を行っており，言葉に
関する感覚が必ずしも鈍いわけではないことがわ
かる。
本研究で見てとれた，本を読む人ほど韻律やリ
ズムに敏感に反応する傾向については，今後，更
なる調査や検証を行っていきたい。
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